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東
日
本
大
震
災
の
発
生
は
、
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害
に
加
え
、
広
範
囲
か

つ
後
世
に
残
る
影
響
を
与
え
る
原
発
事

故
を
引
き
起
こ
し
、
人
々
の
い
の
ち
や

暮
ら
し
を
奪
い
、
ま
た
脅
か
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
１
年
半
。
原
発
災
害
は
現

在
も
収
束
が
見
え
な
い
な
か
、
非
日
常

を
生
き
ざ
る
を
え
な
い
被
災
地
と
「
何

事
も
な
か
っ
た
」
よ
う
に
日
常
を
生
き

る
被
災
地
以
外
は
、
別
々
の
世
界
に
切

り
離
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
今
こ
そ
震
災
の

経
験
に
学
び
、
今
後
の
社
会
と
地
域
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
公
民
館
で
は
、「
３
・
１１
」
を

め
ぐ
る
各
テ
ー
マ
を
市
民
が
じ
っ
く
り

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

考
え
て
い
け
る
よ
う
な
連
続
講
座
を
企

画
し
ま
し
た
。
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
問
題
や
課
題
を
捉
え
、
震
災
か
ら

私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
の
か
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と
　
き　

左
の
表
参
照
。
全
７
回

と
こ
ろ　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定
　
員　

５０
名
（
先
着
順
。
全
回
参
加

で
き
る
方
優
先
）

申
込
先　

１１
月
１３
日
㈫
朝
９
時
～

�

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

☎ ０４２-５７２-５１４１
FAX０４２-５７３-０４8０
休館日：毎週月曜日

発行

国立市公民館
〒１8６-０００４
国立市中１-１５-１

震災直後の被災地を映した映画『無常素描』（第５回）

回 日　時 テーマ 講　師

１ １２月１日（土）
夜７時～９時

３.１１から歩き、見て、考えたこと
～東北学の視点から～

赤坂　憲雄（学習院大学、
福島県立博物館館長）

２ １２月２２日（土）
昼２時～４時

被災地の見えざる
ジェンダー問題とその支援

竹信　三恵子
（和光大学）

３ １月１９日（土）
昼２時～４時

私たちの社会とエネルギー
～歴史の理解と未来への想像力～

相川　高信
（三菱UFJ リサーチ＆コン
サルティング株式会社）

４ ２月９日（土）
昼２時～４時 放射線の健康リスクと対策を理解する

島田　義也（独立行政法人
放射線医学総合研究所放射
線防護研究センター）

５ ２月２４日（日）
昼２時～４時

C
シ ネ ボ ッ ク ス
INEVOX＆シネマトーク

ドキュメンタリー『無常素描』
大宮　浩一
（映画監督）

６ ３月１６日（土）
昼２時～５時

今後の大地震にどう備えるか
～立川断層と防災の

コミュニティづくり～

山崎　晴雄
（首都大学東京）、
国立市役所防災課課長

７ ３月３０日（土）
昼２時～５時

災害ボランティアの課題と可能性
～くにたち市民にできること～

野元　弘幸
（首都大学東京）

ほか

１2月より始まる連続講座　参加者大募集！

ポスト「３．１１」 社会のカタチ　私たちのオモイ
―東日本大震災・原発災害から１年半、未来に向けていま学ぶ―

震災から私たちは何を学ぶのか、暮らしの視点から考えます。くにたち発・連続講座もうすぐ開催！
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的、集団的力量を発達させる権利である。

ホールに広がる生演奏の音楽に合わせて、親子で楽しく
表現しましょう。大きな紙や段ボールなどにアクションペ
インティング！　音に身をまかせて、紙を破ったり叩いた
りして、ふだんはなかなか体験できない音の感じ方や表現
を楽しみます。絵の具を使いますので、保護者の方も汚れ
てもよい服装でご参加ください。

講　師 高橋　ナツキ（東京学芸大こども未来研究所）
 平林　秀夫（シンセサイザー奏者、絵描き）
 カワイ・ヒトシ（パーカッション奏者）

ところ 公民館　地下ホール　持ち物　飲み物
対　象
申込先
 

講　師　小
おだ
平
いら
　麻衣子（日本大学・日本近代文学）

ところ　公民館　３階講座室
申込先

です。

の降矢洋子さんを講師に実
施した「ギリシャ彫刻を描
く」の展覧会を行います。
講座では、４つの彫刻を
水彩やパステルなど各自好
きな画材で描きました。
モデルはすべて白い彫刻ですが、皆さんが思い思いの色

を付けて、雰囲気の異なるすてきな作品ができあがりまし
た。ぜひご覧ください！

お　話　中村　士
つこう
（帝京平成大学）

昨今、金環日食や金星の日面通過など臨場感あふれる天
体ショー、星出彰彦飛行士ソユーズ打上げや小惑星探査機
「はやぶさ」帰還など宇宙への関心が高まっています。
惑星科学や天文学史を研究されている中村さんは、監修

書で、日本人初の実測による星図『天文分野之図』を作っ
た天文暦学のパイオニア「渋川春海」から『大日本沿海與

戸時代の天文学者たちを紹介されています。鎖国政策下の
閉ざされた日本で、限られた書物から知識を蓄え、手探り
で測定器具を自作し、昼夜をいとわない観測で実証を積み
重ねていった様子がうかがえます。
今回は、優れた洞察力と直感に満ちあふれた当時の天文

学者に思いを馳せて、その魅力を探っていきます。
〈中村さんの本〉『江戸の天文学』（監修、角川学芸出版）、

監督　本多猪四郎　特技監督　円谷英二　音楽　伊福部昭
出演　宝田明、星由里子、ザ・ピーナッツ、小泉博、
　　　佐原健二、藤木悠、田崎潤、藤田進ほか

荒ぶる怪獣王ゴジラ！　迎え撃つは平和の守護神モスラ！
二大怪獣が陸・海・空を揺るがし、世紀の大激闘！
日本が世界に誇る特撮怪獣映画の決定版！

《映画の話》「特撮映画に出演して」
お　話　加藤　茂雄（俳優）

今回上映する『モスラ対ゴジラ』や『宇宙大戦争』など
数多くの特撮映画に出演されている俳優の加藤茂雄さん
に、当時の撮影現場の話などをお聞きします。

親子で遊ぼう・考えよう〈第４回〉

音楽に合わせて
 アクションペインティング !

〈CINEVOX 　公民館シネマトーク〉

『モスラ対ゴジラ』
岡本かの子「家霊」「老妓抄」

（ハルキ文庫『家霊』所収）

〈図書室のつどい〉

〈美術のワークショップ〉

「江戸の天文学」

ギリシャ彫刻を描く

～渋川春海と江戸時代の科学者たち～

作品展覧会

ところ　公民館　地下ホール　
定　員
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

ところ　公民館　３階講座室　＊ご自由においでください。

 
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

第
１７３
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

ぺ
・
ソ
ヨ
ン
さ
ん
の
韓
国
料
理

キ
ム
チ
ポ
ッ
ク
ム
と
ホ
ト
ク
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
材
料
費
８００
円
。
ゴ

ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

１１
月
１１
日
㈰
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

パ
ソ
コ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
募
集

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
初
級
、
中
級

レ
ベ
ル
ま
で
習
得
す
る
サ
ー
ク
ル
。
各

自
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
。
趣
味
や
就

職
、
転
職
に
も
対
応
す
る
学
習
内
容
。

と
も
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

第
一
～
第
三
㈭
朝
１０
時
～

場
所　

公
民
館
３
階
講
座
室
ほ
か
予
定

連
絡
先　

矢
島
（
５２５
）
５
４
２
９

パ
ソ
コ
ン
「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
」
ク
ラ
ブ

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
２
０
０

７
・
２
０
１
０
」
を
使
用
し
て
「
作
っ

て
覚
え
る
」
ク
ラ
ブ
で
す
。
対
象
は
、

マ
ウ
ス
操
作
・
文
字
入
力
が
で
き
、
ワ

ー
ド
の
基
礎
が
で
き
る
方
。
若
干
名
。

日
時　

毎
週
木
曜
日
昼
１
時
半
～
４
時

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ　

第
一
会
議
室

連
絡
先　

藤
田
０９０
（
４６７９
）
３
７
９
７

若
葉
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
若
干
名
募
集

ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
る
方
、
一
緒
に
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
水
曜
は
基
本

を
コ
ー
チ
が
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
男
女
年
齢
は
不
問
で
す
。
ま

ず
は
体
験
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日　

各
２
時
間

場
所　

矢
川
コ
ー
ト
・
谷
保
コ
ー
ト

連
絡
先　

山
根
（
５７３
）
０
５
６
６

「
朗
読
」
と
「
う
た
ご
え
」

秋
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
幸
せ
を
呼

ぶ
「
朗
読
」
と
「
う
た
ご
え
」
で
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
年
に
一
度
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
目
的
に
こ
の
よ

う
な
催
し
を
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
。

日
時　

１１
月
１７
日
㈯
昼
２
時
～
４
時

場
所　

Ｋ
Ｆ
ま
ち
か
ど
ホ
ー
ル

連
絡
先　

す
て
っ
き
（
５７６
）
３
２
０
６

「
公
民
館
に
入
っ
た
ら
世
界
が
広
が
っ

て
し
ま
っ
た
。」
利
用
団
体
発
表
会

講
座
か
ら
息
長
い
学
び
の
会
、
困
難

が
あ
っ
て
も
活
動
で
き
る
、
ま
ち
づ
く

り
の
活
動
が
始
ま
っ
た
…
。
５
団
体
の

報
告
と
意
見
交
換
。
公
民
館
を
守
る
会

日
時　

１１
月
２３
日
㈮
昼
２
時
～
４
時
半

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

杉
原
（
５７７
）
０
１
２
４

３
・
１１
後　

み
ん
な
の
ア
ピ
ー
ル
展

一
人
ひ
と
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が

込
め
ら
れ
た
ア
ピ
ー
ル
グ
ッ
ズ
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ピ
ー
ス
ウ

ィ
ー
ク　

イ
ン　

く
に
た
ち

日
時　

１１
月
１０
日
㈯
夜
５
時
ま
で

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

藤
井
０９０
（
４７５０
）
０
３
２
６

国
立
俳
句
会

俳
人
協
会
（
沖
同
人
）
水み

ず

上か
み

陽
三
先

生
指
導
の
俳
句
会
。
超
結
社
の
句
会
で

す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

熱あ
つ

燗か
ん

が
来
て
し
ほ
時
を
ま
た
逃
す
（
陽

三
）

日
時　

毎
月
第
三
金
曜
日

場
所　

公
民
館

連
絡
先　

水み
ず

上か
み

（
５５４
）
６
８
１
３

水
泳
会
員
募
集　

ア
ク
ア
ク
ラ
ブ

よ
り
健
康
な
楽
し
い
毎
日
を
目
指
し

て
泳
い
で
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

も
さ
ら
に
上
手
に
美
し
く
泳
い
で
み
た

い
人
も
、
４
人
の
コ
ー
チ
が
わ
か
り
や

す
く
指
導
。
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

山
元
（
５７６
）
２
８
１
５

ひ
ろ
ば

（
4
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

日　時　１２月１３日（木）※雨天中止
集　合　一橋大学西門前　朝９時
実施方面　東京ゲートブリッジ方面
対　象　市内在住、在勤者
パンフレット　市役所３階生涯学習課、公民館、総合

体育館、北・南市民プラザで１１月２８日（水）より
配布します。内容を確認のうえ、１１月２９日（木）
～１２月７日（金）に下記までお申込みください。

申込・問合先　教育委員会　生涯学習課　社会教育・
体育担当☎（５７６）２１０７（直通）

公民館をはじめ市内各施設で、美術展や伝統文化行
事など、さまざまな催しが行われています。
文化祭をきっかけに、活動の輪、仲間作りの輪を広

げてみませんか。
どなたでもお気軽にご参加ください！

◆１１月中旬～１２月の催し
１１月：市民茶会、日本語学習者によるスピーチ、国

際茶会、和奏とハーモニカの演奏会、三世代
コーラス、くにたち絵画グループ展

１２月：市民総合美術展、クリスマスコンサート、長
唄演奏会、民謡連盟秋季大会

＊詳細は公民館にある日程表や、国立市ホームペー
ジ、「公民館だより」９月号などをご覧ください。

〈 社会体育事業 〉

「街を・山を歩く」第３回目

第５７回
市民文化祭
開催中！

１０
月
９
日
（
火
）
第
２４
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１２
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。
傍
聴
４
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

訂
正
等
、
指
摘
事
項
は
特
に
な
し
。

協
議
内
容

○
第
２８
期
の
活
動
記
録
を
承
認
。

○
第
２８
期
公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

「
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
（
案
）」
の
説
明
を
委
員

長
か
ら
受
け
て
協
議
。
若
干
修
正
の
う

え
承
認
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

１０
月
３
日
開
催
。
先
月
号
か
ら
文
字

の
書
体
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の

賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
、
掲
載
写
真

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
意
見
な
ど

が
出
さ
れ
た
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

９
月
１８
日
実
施
。
答
申
案
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

１０
月
６
日
、
委
員
部
会
第
２
回
研
修

会
を
開
催
。
西
東
京
に
お
け
る
活
動
報

告
他
。
来
年
２
月
に
第
３
回
研
修
会
を

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
開
催
予

定
。

○
第
２８
期
公
民
館
運
営
審
議
会
が
最
終

回
を
迎
え
、
参
加
委
員
一
人
ひ
と
り
か

ら
振
り
返
り
報
告
。

次
回
は
１１
月
１３
日
㈫
午
後
７
時
１５
分

か
ら
。
第
２９
期
公
民
館
運
営
審
議
会
第

１
回
定
例
会
を
開
催
。
傍
聴
歓
迎
。

	

（
大
塚
）
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国
立
で
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
ろ
う

地
域
発
！　
７
代
先
に
残
す
未
来
の

つ
く
り
方
２
み
ん
な
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

竹
村
英
明
氏
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
顧
問
）
の
講

演
他
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
団

体
等
の
座
談
会
。
エ
ネ
シ
フ
く
に
た
ち

日
時　

１１
月
１１
日
㈰
夜
６
時
～

場
所　

商
協
さ
く
ら
ホ
ー
ル

連
絡
先　

藤
井
０９０
（
４７５０
）
０
３
２
６

福
島
原
発
４
号
機
の
核
燃
料
問
題

地
震
と
原
発
連
続
講
座
。
４
号
機
の

プ
ー
ル
に
は
多
く
の
核
燃
料
が
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。
米
元
原
子
力
技
術
者
ア

ー
ニ
ー
・
ガ
ン
ダ
ー
ゼ
ン
氏
の
講
演
記

録
上
映
。
資
料
代
５００
円
。

日
時　

１１
月
１６
日
㈮
夜
７
時
～
９
時

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室　

連
絡
先　

実
行
委
（
５７６
）
６
０
７
５

墨
絵
の
年
賀
状
作
り

賀
状
に
一
筆
墨
絵
を
添
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
主
催　

西
福
祉
館
運
営
委
員
会
。

講
師　

冨
樫
廣
志
（
水
墨
画
）。
先
着

２０
名
。
小
筆
の
み
持
参
。
火
木
土
の
午

前
に
左
記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

日
時　

１１
月
１６
日
㈮
昼
２
時
～
４
時

場
所　

西
福
祉
館　

１
階
和
室

連
絡
先　

西
福
祉
館
（
５７３
）
９
９
２
６

中
央
大
学
学
術
講
演
会

演
題　

世
界
の
ワ
イ
ン
と
日
本
の
ワ

イ
ン　

日
本
ワ
イ
ン
の
特
殊
性
。
講
師　

原
田
喜
美
枝
（
商
学
部
教
授
）、
主
催　

中
央
大
学
。
共
催　

中
央
大
学
学
員
会

国
立
支
部
。
資
料
代
５００
円
。

日
時　

１１
月
１８
日
㈰
昼
３
時
～

場
所　

せ
き
や
ビ
ル　
７
階
ホ
ー
ル

連
絡
先　

石
井
（
５７２
）
０
１
８
５

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
１１
月
の
定
例
会
は
、

「
ト
ル
コ
の
文
化
と
諸
事
情
に
つ
い
て
」

一
橋
大
学
留
学
生
の
ジ
ュ
レ
ン
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
す
。
質
疑
応
答
が
行
き

交
う
楽
し
い
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１１
月
１５
日
㈭
夜
７
時
～
９
時

場
所　

一
橋
大
学
内　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

芦
沢
（
５７６
）
０
４
７
４

「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
」
上
映
会

南
独
の
小
さ
な
町
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
危
機
か
ら
親
た
ち
が
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
電
力
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。

上
映
後
、
希
望
者
は
ト
ー
ク
タ
イ
ム
に

参
加
で
き
ま
す
。
子
連
れ
歓
迎
。

日
時　

１１
月
６
日
㈫
夜
７
時
～

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室

連
絡
先　

実
行
委
（
８４３
）
２
６
２
０

玲れ
い

琳り
ん

会
尺
八
演
奏
会

玲
琳
会
は
国
立
市
で
教
室
を
開
い
て

い
た
都
山
流
尺
八
楽
の
第
一
人
者
、
故

小
池
玲
山
師
の
弟
子
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
秋
の
ひ
と
と
き
を
尺
八
の
音
色

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料

日
時　

１１
月
１７
日
㈯
昼
１
時
半
開
演

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル　

ス
タ
ジ
オ

連
絡
先　

小
林
（
５７７
）
７
６
０
０

一
橋
大
学
附
属
図
書
館
企
画
展
示

企
画
展
示
「
旅
す
る
高
商
生
た
ち
―

明
治
・
大
正
期
の
修
学
旅
行
報
告
書
」

を
開
催
。
戦
前
の
一
橋
生
が
執
筆
し
た

調
査
報
告
書
を
展
示
し
ま
す
。
１１
月
１０

・
１１
日
は
閉
室
。
入
場
無
料
。

日
時　

１１
月
１
～
１６
日
９
時
半
～
１７
時

場
所　

附
属
図
書
館
公
開
展
示
室

連
絡
先　

一
橋
大（
図
）（
５８０
）８
２
５
２

憲
法
と
わ
た
し
た
ち
連
続
講
座
№
３９

今
回
は
日
本
国
憲
法
第
九
八
条
第
二

項
の
「
条
約
」「
国
際
法
規
」
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
講
師
は
国
立
在
住
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
西
川
重
則
氏
で
す
。
資

料
代
５００
円
。

日
時　

１１
月
２３
日
㈮
夜
６
時
半
～
９
時

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室　

連
絡
先　

同
実
行
委
（
５７４
）
９
２
１
０

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
８日（木）夜　くにたちブッククラブ

「岡本かの子『家霊』『老妓抄』」
１１日（日）昼～＊「ギリシャ彫刻を描く　作品展覧会」
２４日（土）昼＊図書室のつどい「江戸の天文学」
２４日（土）朝　親子で遊ぼう・考えよう「音楽に合わせ

てアクションペインティング！」
２５日（日）昼＊公民館シネマトーク『モスラ対ゴジラ』

今月の公民館（11 月）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
５
4
〉 

「
源
氏
物
語
を
読
む
会
」

語
の
講
座
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
で
、

そ
れ
が
終
了
し
た
後
、
有
志
１０
名
ほ
ど

が
集
ま
っ
て
こ
の
会
が
発
足
（
１
９
９

８
年
）
し
た
由
。
源
氏
物
語
五
十
四
帖

全
編
を
読
む
の
が
目
標
だ
そ
う
で
あ
る
。

耳
を
す
ま
し
て
い
る
と
、
原
文
の
何

と
も
い
え
ぬ
響
き
の
豊
か
さ
に
比
べ
、

口
語
訳
は
意
味
は
鮮
明
な
も
の
の
、
随

分
平
板
に
聞
こ
え
る
。
メ
ン
バ
ー
を
魅

了
し
て
や
ま
な
い
の
は
、
こ
の
古
典
文

の
伝
え
て
く
る
季
節
感
や
色
彩
、
雰
囲

気
、
人
の
感
情
の
微
妙
さ
、
優
雅
さ
だ

ろ
う
か
、
と
思
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
物
語
は
、
光
源
氏
が
亡
く

な
り
、
後
の
「
宇
治
十
帖
」
に
入
る
そ

う
で
あ
る
が
、「
月
１
回
の
集
ま
り
な

の
で
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
」
と
の
こ
と
。

源
氏
物
語
は
日
本
文
学
の
最
高
峰
で

あ
り
、
今
に
至
る
も
こ
れ
を
超
え
る
作

品
は
現
れ
て
い
な
い
、
と
は
川
端
康
成

を
は
じ
め
多
く
の
文
人
の
言
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
会
は
、
そ
の
「
源
氏
」
を
自
分

た
ち
で
読
み
通
し
た
い
と
い
う
有
志
の

集
ま
り
で
あ
る
。
現
在
６
人
の
女
性
が

月
１
回
金
曜
午
後
（
不
定
期
）
に
公
民

館
に
集
ま
り
、
会
を
続
け
て
い
る
。

「
幻
」
と
そ
れ
に
続
く
三
巻
が
も
う
少

し
で
終
わ
り
、「
宇
治
十
帖
」
に
入
る

前
の
区
切
り
の
良
い
と
こ
ろ
な
の
で
、

入
会
希
望
の
方
は
ど
う
ぞ
ご
連
絡
を
と

の
こ
と
で
あ
る
。

連
絡
先　

藤
原
（
５７３
）
０
６
８
１

「
春
深
く
な
り
ゆ
く
ま
ま
に
、
御
前

の
有
様
い
に
し
へ
に
変
ら
ぬ
を
、
め
で

給
ふ
方
に
は
あ
ら
ね
ど
…
…
」
源
氏
物

語
「
幻
」
の
巻
の
一
節
で
あ
る
。

取
材
に
伺
っ
て
ま
ず
耳
に
し
た
の
は
、

メ
ン
バ
ー
全
員
で
読
む
こ
う
し
た
美
し

い
原
文
で
あ
っ
た
。
区
切
り
が
つ
い
た

と
こ
ろ
で
、
今
度
は
一
人
ず
つ
交
代
で

口
語
訳
を
読
み
、
内
容
を
確
か
め
る
。

注
釈
を
参
照
し
、
皆
で
所
感
を
述
べ
合

う
。
そ
し
て
次
の
章
へ
進
ん
で
い
く
。

こ
の
よ
う
に
し
て
最
初
の
「
桐
壺
」

の
巻
か
ら
今
ま
で
１４
年
間
に
わ
た
っ
て

読
み
進
め
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
。
女
性

中
心
の
息
の
長
い
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
、
公
民
館
で
の
源
氏
物

ひ
ろ
ば

（
3
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

〈文・写真　武内法行〉

紫
式
部
の
世
界
に
浸
り
な
が
ら
「
そ
れ
に

し
て
も
光
源
氏
と
い
う
男
は
…
」

１
月
号
の
「
ひ
ろ
ば
」
原
稿

締
切
り
は
、
印
刷
の
都
合
に

よ
り

 

１２
月
２
日
㈰
夕
５
時 

で
す
。


